
博物館学講座(課程)の現状と問題
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　はじめに

　博物館学講座ないし課程を開講している大学で

祖織されている「全国大学博物館学講座協議会」

では、５年に１度開講実態調査を行ない、その調

査結果を報告している。最近では５１年１０月に

実施されており、その調査報告書が５２年３月に

刊行されている。そこで前回の４６年９月に行な

われたものと比較しながら過去５年間における学

芸員養成内容の実態の一部を明らかにすると共に

若干の問題を探ってみることにしたい。

　開講大学

　昭和２７年に最初の博物館学講座が私立大学に

おいて開講されて以来、その後、年を追うごとに

開講大学の数は増加の一途をたどっており、　５１

年ｌｏ月の時点で６７大学において設置されてい

る。前回の４６年の調査では３９大学で、過去５

年間で、それまでの７剛強にあたる２８大学が新

設されており、急激な増加の傾向か示めされている。

　より多くの大学において博物館専門的職員とし

ての学芸員資格を取得する機会が与えられる事は

望ましい傾向であり、伺かにつけて立ち遅れてい

る生涯教育や博物館への関心を昂揚する意味から

も本来的には歓迎されるべき姿として受け止めら

れよう。しかしながら一面では、大学における博

物館学僕巫（課程）の年々の急激な増加は、多くの

問題を新たに生み指し､講座それ自体の基本的なあ

り方が問われていることも認めざるを得ないであ
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ろう。

　開講大学のうち国公立は！９校、私立は４８校

で、全体の約７２％が私立大学において開講され

ている事になるが、これは私立大学の絶対数が多

いことに起因していると見なされる。地域別では

関東、近畿では全体の1にあたる５ｏ大学が集中

しており、これも大学数からすれば当然のことで

あろうが、九州、沖縄ではＩ大学のみで同地域の

大学数の比率からすれば極めて低い状況と言え、

地域による隔りが窺える。

　開講学部と養成目的

　次に開講大学における開設学部は私立大学にお

いては文学部に３４大学と圧倒的に多く６８％を

占め、次の家政学部８％と大きな開きがみられる。

犬な、国公立の大学では全体の６割が教育学部と文

学部に設置されている。このように私立・国公立

共に、特に文学部に大きなウエイトが置かれてお

り、理将卒の学部は私立大学に僅か３大学みられ

るにすぎない状況である。たｙ２９大学において

受講生の範囲を大学の全学部の学生を対象として

いることから、その道は聞かれているが、実際に

は資格に必要な関係科目などの受講問題が残され

ているようである。結局この文化卒と理科系のあ

まりにも大きな隔たりは、各開講大学の「学芸員

養成目的」の調査によってさらに明確に把捉され

るのである。

　学芸員養成目的を人文系博物館においている大
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学が７９％と８割に近いのに対して、自然系は９

％と全体の１割に満たない値である。他は美術館

など特定の館を目的とするものや、学芸員の基礎

資格においているものなどがみられる。

　担当代表者および博物館学担当者

　人文（文科）系への傾倒は、博物館学講座（課

程）担当代表者の専門分野にも表われており、考

古学・歴史学・美術関係を専門分野とする大学が

多く、担当代表者の８割近くを占めている。逆に

博物館学を専門にしている担当代表者は極めて少

なく２名のみである。この状況は単に人文系に重

きが置かれていることを示唆するのみにとどまら

ず、現在の博物館学講座（課程）の基本的な姿勢

の一端を示すものであろう。すなわち大多数を占

める考古・歴史・美術の専問分野は学芸員養成の

選択科目であり、一方の博物館学は必修科目とさ

れているのである。このことからも博物館学を専

門分野とする担当代表者の確保が、講座（課程）

の組織や内容の充実に直接関連すると考えられる

だけに重要な問題の一つとされよう。また「博物

館学」が半数以上の３５大学においては非常勤講

師によって講義されている事実や担当者で博物館

学を専門にしている教員が全体の４削弱であるこ

とも博物館学関係の専門分野の末関拓なづ毎を示

めしていると言えよう。

　これらの事は、５年前すなわち４６年度の実態

調査との比較によってその一端をより明らかにす

ることができるであろう。

　４６年度の時点で３９大学において博物館講座

（課程）が開講されている事は前に述べた通りで

ある。地域別では関東、関西への集中の度合は一

段と強く８２％を占めており、５１年の７５％と

比べるとこの５年間で地域による偏りは少しであ

るが緩和される方向を示めしている（１図）。し
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かし側役学部では、理科系の２大学が僅か増加し

たのみで残りの２６大学はいずれも文科系であり

理科系の学且且養成についての道は開設大学につ

いて言えばほとんど変化なく今日に至っているこ

とになる（２図）。

　担当代表者の専門分野ではやはり考占学・美術

歴史の順で多く３３名中の２２名を占めているも

の･ゝ全体の比率では５１年を１０％強下回ってい

るので４６年以後に考古・美術・歴史を専門分野

する人の割合が増加したことになる。一方博物館

学を専門にしている担当者は３名と１名多く、全

体の占める割合からすれば９％で、５１年の４％

より高い値が求められ皮肉な状況と言える（3図）。

次に必修科目である博物館学の担当者についての

比較を行ってみると、５１年では非常勤が約５８・

％近くを占めているのに対し、その半分以‾ﾄﾞの

２６％で、開講大学の７割強は専任の講師で行わ

れていたことになる。しかしこの点については専

門性の立場からみた時、手ばなしで喜こぼれる状

態ではあるまい。ちなみに常勤、非常勤と区分せ

ず科目の専門分野からの検討を加えてみると、博

物館学を専門分野とする講師による担当は、前回

の時点において４４名中９名で２ｏ％、これに対

して今回の調査では３４％と博物館学を専門分野

とする担当者の増加がみられるのである（４図）。

しかしながらそれでいてなお全体の3割程度で、しか

も半数以上が非常勤講師によってjﾐかなわれてい

る実況ではやはり今後の問題とされよう。

　付属博物館などの諸施設

　さて、大学における付属博物館は付属図書館と

共に教育･研究機関の内容の豊かさを示めすもの

であり、同時に学芸且養成課程での「博物館実

習」の実践の場として極めて大切な施設である。

その施設については過去５年間どのような推移を

見ることができようか。　４６年では３９の開講大



掌中、２３：大学では付属博物館、資料室、それに

準ずる施設を有しており、その内９館は博物館相

当施設として登録されたものである。これに対し

て、５１年の段階では開講大学が２８校も増加し

ているのに施設を有する入学数の増加は６校であ

り、全体の４３届という低さである（第５図）。

付属博物館やそれに類する諸施設の不足の傾向は

むしろ増大しており、博物館実習受講生の増加に

よってさらに真剣な問題として立ちはだかってい

るのである。

　資格取得者と就職者

　博物館学講座（課程）開講大学における受講者

の数は年々増加の一途をたどっており、その増加

の様子は退去５年間の開講入学数のそれを上廼る

傾向がみられる。この急激な増加は学芸員資格収

得者数に端的に示めされている。昭和４７年～５

０年の４年間で何と５､７ １１名の収得者が出てい

るのである。ちなみに肥料ト四年～４５年の５年

間では３､５７６名である。単純計算ではそれぞれ

１年間に１､４２８名と７ １５名となり、調度２倍

の増加となる。

　受講者および収得者の数が増加の傾向にあるこ

とは、最初に述べた様に観迎されるべき姿であろ

う。しかしこれに対拠すべき最善の方法がそれぞ

れの開講大学において考えられなければならない

ことは切論であり、同時に開講大学全体の基本的

な問題として真剣に受収める必要を痛感するので

ある。

　受講者および取俳言の増加は資格収得者数に対

する博物館関係の就職状況を考慮する時一段とそ

の根本的あり方が問題視されよう。前回の実態調

査報告書では就職についての適確な解答が出され

てないが、その傾向の把握は可能であり収得音数

の2.5％前後が博物館関係に就職していると見な

され、５１年度ではその実数はｌ ｏ ｏ名弱と前回

１３

とほｙ同じであるが収得者数に対する比率では約

1.6％となっている（第６図）。いずれにしても

学芸員の資格を大学で取得しても、卒業後博吻館関

係の職場に就職できるのは極めて稀なケースとい

うことになる。この様な状態を見る時、改めて学

芸員有資格とは何なのかと言う素朴な疑問が出さ

れるであろうし、これはそのまゝ大学における博

物館学講座（課程）の存在の問題に関連する一面

として把握されるであろう。

　おわりに

　４６年と５１年の全国大学博物館学講座開講実

体謳査報告書から開講入学数の増加や開設学部の

著しい傾寄り、および満座（課程）担当代表者や

必修科目である博物館学の担当者における専門性

ならびに専任性、付属施設、さらに受講生、資格

収得者の増加と就職など、現状の一部を概観した

わけである。全体的な状態としては５年間で解決

の方向へ向っていると見なされる面は少なく、ひ

しろ問題はふくれあがって、文字通り～つの曲り

角に直面していると思われるのである。この現状

が博物館学講座（課程）のあり方や内容のすべて

を示めすものではなく、それぞれの開講大学でか

かえている当面の問題の一面かも知れないし、ま

た開講大学独白の力で早急に解決され得るもので

ないかも知れない。しかしながら今後の大学にお

ける学芸員養成の基本的あり方に直接結びつく要

素を有していることは淮の目にも明らかであろう。

　今こそ、大学における博物館学講座（課程）の

教育の目標や目的、さらに学芸員の鐙我等につい

ての基本的な姿勢が問われており、それについて

の前向きの姿勢での充分なる検討なしでは、大学

における博物館学講座（課程）開講の存在は色あ

せたものになるので必定であろう。
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